
第 71回卒業式を挙行 

  登米高通信 
《目指す生徒像》＝将来にわたって活躍できる土台を備え，地域を支える人材の育成 

 

 

 

 

３月１日、第 71 回卒業式が挙行されます。普通科卒業生 116 名が、

晴れて卒業証書を授与され、それぞれの道へと進んでいきます。２月２

８日の卒業式予行では、鈴木秀利校長より 3 ヶ年の皆勤賞 11 名と精勤

賞 7 名が表彰されました。角田３学年主任からは、卒業生に「先を読み，

機械には真似できないスキルを身に付け，創造力を磨く。今後の皆さん

の活躍を期待します」とのメッセージを伝えました。登米高校で身に付

けた３年間の蓄積を自信に、これから待ち受ける白紙の未来に向かって

「登高魂」精神を忘れずに、堂々と進んでいってもらいたいと思います。 

《３ヶ年皆勤賞（11 名）》 

組 受  賞  生  徒  （敬称略） 

１組 小野寺健太郎  西城希愛 

２組 浅野祐豪   阿部恭伽   小野寺望  鈴木萌日 

４組 及川昭吾 渥美真優 岩渕咲紀 笠原愛花 佐藤彩有花 

《進路決定一覧》             （2月28日現在） 

 男 子 女 子 計 

４年制大学 １１名 ７名 １８名 

短期大学 １名 ９名 １０名 

専門・各種学校 １３名 ３０名 ４３名 

省庁管轄校 ３名 １名 ４名 

看護学校 １名 １１名 １２名 

公務員 ３名 ０名 3 名 

民間就職（管 内） ２名 ８名 １０名 

民間就職（県 内） １名 ３名 ４名 

民間就職（県 外） ３名 ３名 ６名 

未決定（含結果待ち） １名 ５名 ６名 

合 計 ３９名 ７７名 １１６名 

【クラス代表メッセージ】 

「部活動で学んだこと」       １組 髙崎  凱 

野球部に所属していた私は、３年夏の地区予選 4 回戦で負け

た仙台三髙戦の場面がとても印象に残っています。自分が最後

のバッターでアウトになった瞬間、負けた悔しさと同時にまだ

野球がやりたいという感情が溢れて、涙が出てしまいました。 

野球をする中で、私は最後まで諦めない気持ちを持つことの

大切さと、周りをよく見て考えて行動することの重要性を学び

ました。部活動を通じて学んだことをこれからの生活に生かし

て、社会人としてまた新たな場所で頑張っていきたいです。 

「３年間をふり返って」      ２組 小野寺 望 

未来へ向かう道を踏みしめたこの３年間、ほんの一瞬のよう

に感じられますが、思い出の引き出しを開けばその時感じた沢

山の煌めきが溢れます。その空間には、苦しい時に一緒に悩ん

でくれたり、喜びを分かち合うことができたり、関わり続けて

くれた友人がいたからこそ乗り越えられた場面もありました。

少し寂しさも感じますが、次のステップへ進むための勇気をく

れた絆を忘れずに、自分で決めた道を歩み続けて行きたいです。 

 

「社会への一歩」         ３組 熊谷 詩織 

 全力で、時折は力を抜きつつ駆け抜けてきた３年間。楽しい

こと苦しいこと、沢山のことがありました。投げ出して逃げた

くなることもありました。それでも無事に卒業することができ

たのは、先生や友達、家族など多くの人々の支えがあったから

と思います。いよいよ社会への一歩を踏み出す私が、支えてく

ださった皆さんに返せるものは少ないでしょう。それでも何か

を返せるように、また私自身も誰かを支えられる人になれるよ

うに頑張っていきます。３年間本当にありがとうございました。 

 

「３年間を振り返る」       ４組 田村 鮎香 

３年間を振り返ってみるとあっという間に過ぎてしまいまし

た。学校生活、部活動でたくさんのことを学び思い出ができま

した。クラスが一つになり文化祭で２連覇できたことが一番印

象に残っています。礼儀作法を部活動から身に付けることがで

きました。稽古は難しく大変でしたが、先輩後輩関係なく活動

してきました。楽しいこともあり、すべてが思い出です。これ

からは登米高で身に付けたことを生かして頑張ります。先生方

にはたくさんお世話になりました。ありがとうございました。 

 

２月２８日卒業式予行に先立ち、同窓会入会式が行われました。佐々木

康明同窓会長からは、「特別表彰」としてカヌー部で全国的な活躍をし

た佐藤菜央さん、阿部恭伽さん、西條恵里奈さん、及川捺美さん４名に

賞状が授与されました。その後，佐々木会長から常任幹事８名の委嘱が

行われ、竹内信男副会長から１年半余りとなった創立100周年に向け、

若い力を結集して盛り上げてほしいとの期待が述べられました。これか

らも母校での思い出を忘れず、社会でのさらなる飛躍を期待いたします。 

【同窓会 常任幹事８名】（◎は代表幹事） 

１組 ◎小野寺健太郎 西條恵里奈 ２組 鈴木 亮太 秋葉穂乃実 

３組 齋藤 圭真 松崎みちる ４組 髙倉 涼平 阿部 真優 

校 訓  誠 実 勤 勉  進 取 
《平成３１年３月号》 

３月１日卒業記念号 

《》 

宮城県登米高等学校 《基本方針》 

◇ 確かな学力を身に付け、生徒の志望を達成させる 

◇ 社会人として自立できる人間づくり 

◇ 生徒 保護者 地域から信頼され、選ばれる学校づくり 



２月４日（月）１・２年を対象に、今年度最後となる「進路を考える日」

が開催されました。１年生は進路希望別に 22 ブースに分かれての「職

業理解ガイダンス」を，２年生は「社会人準備講座」「分野別進路相談」

等を外部講師の先生を招いて実施しました。また，希望進路に決定した

ばかりの３年生から、合

格体験記となる「先輩に

聞く」を開催。10 名の

先輩から貴重な体験談

を聞きました。それぞれ

の講話が、これからの進

路実現に向けて可能性

を大きく広げる、有意義

な機会となりました。 

１月 28 日総合的

な学習の時間にお

いて、12 月初旬に

３日間行った、１学

年インターンシッ

プの最後の仕上げ

となる「インター

ンシップ発表会」

を実施しました。

派遣先 30 事業所を５つの班に分け、各事業所ごとに模造紙で手作りポス

ター制作。自分たちが学んだことを振り返り、伝え合うポスター形式。聞

く側の生徒も熱心にメモを取りながら、お互いに見聞を深め合いました。 

 

1 月 25 日（金）情報文化部

ボランティア班が、登米児童

館を訪問し、40 名の小学生

と交流ボランティアを実施。

２年千葉瑞貴さんによる大

型絵本「めっきらもっきら

どおんどん」の読み聞かせ、

そして部長の高泉茉悠さ

んらによる手遊び唄を児童全員と行いました。最後に、部員手作りのお手

玉20個を３年熊谷詩織さんらが贈呈して、子どもたちとお別れしました。 

 

 

１月 26 日、「みやぎ高校生フォーラム―私たちの志と地域貢献」が、

宮城県庁講堂で開催され、

本校からは，生徒会副会長

の及川純武君、生徒会役

員の大澤拡君の２名が参

加。登米高校の生徒会活動

の概要や、年間の様々な地

域ボランティアについて、

堂々とＰＲ発表しました。 

1 月 21 日今年度最後となる、登米小学校での絵本読み聞かせ活動を行

いました。８回目となる今回は、３年小野寺さくらさんが大型絵本「ト

ラネコとクロネコ」を

読み上げると、物語に

熱心に耳を傾け、最後

には子どもたちとの

交流も深めることが

できました。また、今

年度登米小学校で 

行った絵本読み聞

かせ活動へのお礼として、登米小１年生と２年生の

皆さんから、絵本の感想や思いを込めた素敵な文集

を頂きました。本当にありがとうございます！

 

2 月 27 日、進路指導部長の小野寺亮教諭が、交流授業「夢探検～しる

べない、終わりなき旅」を登米中２学年の皆さんに講義しました。高校

入試の心構えや、将来の職業選択・生き方を探求する講座となりました。 

 

1 月 26 日、ドリーム・

パルで、登米地区吹奏

楽発表会を開催。登米

市の小学校・中学校・

高校の吹奏楽部員が一

堂に会した演奏会で、

本校吹奏楽部も高校生

の部で「魔女の宅急便

コレクション」「全力少年」「キャラバンの到着」を単独演奏しました。 

 

北上商工会が毎年

行っている「絵の

まち巡り」が開催。本校美術部

部長・佐々木舞さんの力作

「nigh(ca)t」や、写真部部長・

佐々木郁也君の「ひと休み」な

ど、美術部と写真部の計 17 作

品が遠山之里で展示されました。 

１月 21 日～

23 日、１学年

全生徒を対象

に、「普通救命講習会」を開催。津山消防署

署員を外部講師として、実践的な救命法を

約３時間学びました。受講した生徒には「普

通救命講習Ⅰ」の資格が与えられました。 


